
教員が変わる・子どもも変わる〜アンガーマネジメントの取組〜 
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（全国学力・学習状況調査児童質問紙より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンガーマネジメントのねらい＞  

  

        

 

 

 

 

 

 

 ＜学校生活アンケートより＞ 

 自己肯定感の高まり 「あなたに、良いところはありますか」

 

 

                                                                                 

 

H27（5年生） 52%（実施前） 

H28（6年生） 96%（実施後） 

番号 質問事項 H２６ H２７ H２８ 

 ４ ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか。 
86.4 90.9 100 

 ６ 自分には、良いところがあると思いますか。 
45.5 45.5 61.6 

３２ 先生は、あなたの良いところを認めてくれていると思いますか。 
86.4 ― 100 

４０ 友だちとの約束を守っていますか。 
86.4 ― 96.1 

４３ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 
― 95.4 100 

学校での規範意識や生活満足度が向上！ 

困り感 

子ども 保護者 

教職員 
責任感による孤立・無気力 

個々の指導力によるばらつき 

 

けんか・暴力・暴言 

飛び出し・イライラ 

不満・不信・要求 

教職員 

子ども 保護者 
教員への信頼 

ストレスマネジメント 

学校への理解 

あきらめない姿勢 

規範意識の向上 

自己肯定感の高まり 

傾聴 

適切な言葉がけ・支援 

見立て力の向上 

あきらめない姿勢 

教職員の連携・協働 

 

 安 心 

信 頼 

笑 顔 

感情・欲求・思考の明確化 
子
ど
も
を
見
立
て
る
力 

欲求の理解とこころの整理 

適切な判断力の育成 

欲求の表現方法の獲得 

感
情
を
見
立
て
る
力 

教職員の共通認識 

とにかく聴く 
 ☆黙って・うなずき・最後まで 

 ☆気持ちは受容・行動は正す 

 ☆聴き手の主観は挟まない 

言葉がけ 
 ☆「私は〜」の伝え方で 

 ☆とことん肯定的に 

 ☆こころ穏やかに 

 ☆具体的にほめる 

子どもが伸びる言葉がけを！ 



＜保護者や地域への取組＞ 

○人権地区別懇談会     テーマ 「親子のイライラどうする？」 

○ＰＴＡと連携の研修会   テーマ 「ペアレントトレーニング」 

○学級懇談会・なかま参観の授業での啓発 

○学校だより・人権だより・学校ＨＰで実践を発信 
 

〈学校内での取組〉「アンガーマネジメントプログラム」実施に向けた土台づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保健室での取組＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学年 「人とつながるソーシャルスキルを育てよう」 

「上手な話の聴き方」「気持ちいいあいさつ」「ごめんなさい」「ありがとう」など 

リラックス 

スペースの活用 

＜教職員への取組＞ 

○職員研修（年間５回）「アンガーマネジメントの理論と技法」など 

○授業研究と協議   低学年・中学年・高学年から 

○組織構成      研究部 低・中・高学年部会 保健室との連携 

○児童の実態把握   ＡＳＳＥＳＳの処理・分析・活用＝３年生以上 

           学校アンケート 実態交流 
 

低学年 「感情を豊かにしよう 五感を育てよう」 

「表情まねっこクイズ」「今どんな気持ち？」「表情カードを使ってお話しよう」など 

この表情 

どれかな？ 

正解は 

これ！！ 

表情まねっこ 

クイズ！！ 

報告 

連絡 

相談 

今どんな気持ち？ 

ストレス 

マネジメント 

バイタル 

チェック 
掲示による啓発 

担任との連携 

傾聴 

表情シートの 

活用 

高学年 「自分を理解しよう」～アンガーマネジメントプログラム～ 

第１課程「気づき」      第３課程「自分の特性の理解」  第５課程「新しい行動の練習」 

第２課程「なっとくのりくつ」  第４課程「新しい行動の学習」   

アンガーマネジメントで育てたい力 

〇 自分の心の状態を整理する力 

 〇 自分の欲求（誰に、何を求めているのか）を理解する力 

 〇 場面に応じた判断をする力 

 〇 欲求を正しく表現し、伝える力 

 

怒りやマイナス感情をおさえつけるのが目的ではない 

こんな時 

どうしよう？ 


